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 　ここで紹介する本書が、決して心温まるもので
はないことをあらかじめ断っておきたい。むしろ、
圧倒的な衝撃ゆえに思考停止に陥る怖れのある本
であることを強調したい。本書は、1994年のル
ワンダ・ジェノサイドに対処したカナダ軍人、ロ
メオ・ダレールの手記である。なぜカナダの軍人
がルワンダにいたのか。ジェノサイド当時、国連
PKOがルワンダにおり、ダレールがその司令官
だったからである。しかし国際社会はジェノサイ
ド発生とともにルワンダから大部分の兵力を撤退
させた。そしてダレールと約400名の部隊がルワ
ンダに残り、ジェノサイドに対処することとなっ
た。 

 　本書は、そのダレールの手記、原題『悪魔との
握手』の翻訳である。その内容は、ジェノサイド
の残虐さと、残された少数の兵力で対応する苦悩
と、人間の無力さが伝わってくる。そもそも評者
は原著に衝撃を受けていたのだが、今回の日本語
への翻訳はその質の高さゆえに、衝撃度がまして
いることを告白しよう。正直、今回の紹介のため
に翻訳書を通読するのでさえ、あまりの衝撃ゆえ
に歯を食いしばって読み進めたことを告白した
い。内容の衝撃度は、本書を手にとって読者自身
でご確認いただきたいが、あえて一部を、
「UNAMIRが目撃したジェノサイドの最初の光
景」を長文となるが引用しよう。 

 　……パジクは二人のポーランド人軍事監視
員を発見した。彼らは嘆きとショックで、何
が起こったのかを話すことがほとんどできな
いほどだった。 

 　……彼らが言うには、RGFがその地域に
非常線を張り、それから、憲兵隊が一軒一軒
IDカードをチェックして回った。ツチ族の
男、女、子供たちがすべて駆り集められ、教

会に移された。…… 

 　彼らの悲鳴で司祭たちと軍事監視員が気づ
き、走ってやって来た。司祭と上官は教会の
入り口で拘束され、ライフルの銃身を喉元に
突きつけられて壁に叩き付けられた…… 

 　整然と、そして虚勢の笑い声をあげながら、
民兵はベンチからベンチへと移動し、マ
チェーテで切り刻んだ。即死した者もいたが、
酷い傷を負いながら、自分と子供の命乞いを
した者もいた。誰も見逃してはもらえなかっ
た。妊娠した女性は腹を切り裂かれ、胎児を
えぐり出された。女性は恐ろしいほど切り刻
まれた。男たちは頭を割られ、即死するか長
くもがき苦しんだ。子供たちは命乞いをした
が、両親たちと同じ扱いを受けた。好んで性
器を切りつけ、犠牲者は放置されて出血多量
で死んだ。慈悲も、躊躇も、哀れみもなかっ
た。喉元に銃を突きつけられた司祭と軍事監
視員は、眼から涙がこぼれ、死んでゆく者た
ちの叫びが耳に焼きつき、憲兵隊員に犠牲者
を救うよう懇願した。憲兵隊員の答えは、ラ
イフルの銃身で司祭と軍事監視員の頭を持ち
上げ、もっとよくその恐ろしい光景が見られ
るようにすることだった。 

 　衝撃的だが、あえて本書の衝撃から一歩離れた
ところで、この事例を考えていただきたい。国際
社会は、介入と不介入を繰り返してきたのである。
衝撃が世界を揺り動かし、別の衝撃が撤退と不介
入を促してきたのである。単に、本書の内容に衝
撃を受けて、感情的に介入論に肩入れするのであ
れば、おそらくその人道的介入は失敗する。 

 　本書が与える衝撃を、ぐっと体内で抑えつつ、
一歩を踏み出す前に最後の一歩にまで思いをいた
す必要がある。「苦しみはそれを見たものに責任
を与える」かもしれないが、感情的介入論で平和
は実現しない。 

 　本書は良書であり、多くの人に読んでいただき
たい。だからこそ、評者はあえて感情的介入論の
落とし穴を注意喚起したい。評者自身が感情的介
入論に陥る瀬戸際にいることを自覚しつつも。 


